










ブル ー ノ ・タ ウ トの建築 と色 彩















の視点か らの一連の研究であるuiOこれ らの研究において,近 代建築史に欠落 した部分が検証








ウ トの色彩研究は,新 しい局面が開かれることにな っだ3}。シュパイデルは,タ ウ トらが内装
を手がけた1906年の 「ウンター リークシンゲンの福音教会」 と 『ウッカーマルク湖の風景』
(1903年)の色彩構成が類似 していることに基づいて,絵 画の色彩 と建築作品の色彩 との直接
的な関連を指摘している。また教会の装飾モチーフとして用いられたブ ドウの房や蝶等に,タ
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ウ トが しばしば描いた田園風景の再現をみている。これらの点か らこの教会は以後のタウトの
色彩建築の契機になった作品とシュパイデルは位置づけた。 さらに1911年にタウ トらが内装
を手がけたニーデンの教会の不規則に配色された格子に,色彩を壁面ごとに塗り分けるという
後のジー ドルングの構想をもみている。 こうしてシュパイデルは,タ ウ トの建築における色彩




築を研究 している141。沢は,タ ウ トが1905年の日記に記 した言葉である 「色彩の空間構成,色
彩のある建築」の到達点を1920年代後半か らベルリンに建設された一群の ジー ドル ングにみ
て,その起源を探る研究を行った。色彩のある建築の着想は,タ ウ トが若い頃に見た絵画 と建
築に由来するという。 タウ トは,1902年に初めて訪れたベル リンで,ア ル ノル ト・ベ ックリ
ンの絵画に感動 したことを,弟 マックスに宛てた手紙の中で告自している。 このベックリンの
絵画との出会いによって,タ ウ トは色彩についてある考察を行っている。すなわち絵画におけ
る色彩は,言葉では表現することのできないような詩を織 りな してお り,それ自体が観者の意
識や想像力に直接語 りかける,というものであった。その一方でアルフレッド・メッセルによ
るベル リンのヴェル トハイム百貨店が,機能を明快に示 した造形美を持ち,そ して大都市ベル
リンの時代の雰囲気を表現 していることに心を奪われたのであった。色彩と建築のこの異なる
二つの経験がタウ トの内で緊密に結び合わされた結果,後 の色彩建築が生まれるのである。建
築家として独立を果た したタウ トは,当初,歴 史的形態の建築が単調にならないように色彩を





1918年には,タ ウ トやグロピウス ら建築家が中心 となって芸術労働評議会を結成する。そ
こでタウ トは,何人 もの専門家の同意の署名を集めて 「色彩建築への呼びかけ」19を発表した。
それは灰色の石造建築の歴史によって忘れられた色彩のある建築の復活を願うものであった。
あくまで も周囲の景観との調和を考慮 して色彩建築がなされるべきである,と いう反対意見 も
存在 していたが,そ のような批判にもかかわ らず,タ ウ トは1924年から1932年にかけて公益'
住宅貯蓄建築組合の主任建築家として,ベ ルリンを中心に1万2千 戸にのぼるカラフルなジー
ドルングを設計 した。沢は,ツ ェーレンドルフのジー ドルングを挙げて,タ ウ トの色彩建築の
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到達点を,色彩と形態,周 囲の環境 との関係から分析 している。 この大衆向けのジー ドル ング
は,数種類の色彩を何通 りにも組み合わせて塗装 され,独 自な表情が与えられている。そ して
幾何学形態に色彩が施された建物群は,敷地のなだ らかな形状とは対照的な秩序を生み出して
いる。また太陽光を考慮 したタウ ト独自の配色のルールが存在 しており,それは弱 く冷たい午
前中の光 と強 く暖かい午後の光 という自然条件を前提として,東側の面は緑系の色彩で,西側
は暗い赤系で塗装するというものであった。こうして沢は,タ ウトの色彩建築について,建築
の構成要素 と一致 した色彩によって,人 工的な環境である建築を際立たせ,人間の生活の場を
主張していると結論づけた。
ここで考察す る自邸は,1926年か ら1927年にか けてベル リンの近郊ダー レヴ ィッツ




な く,こ の 「くさび型 の住まい」 は,「表現主義者 のイ ンフレーシ ョン(過 剰)な 機知
(expressionistischerInflationswitz)」であると揶揄 されだ71。その一方で台所の計画は,
住宅の最も成功 した部分として高く評価された。ア ドルフ・べ一ネは,細部 に至 るまで動作の
効率を考慮 し,有用性と合理性を備えた空間と言及 している〔8}。ただ自邸の色彩に関しては,
訪問客の反応は両極端であっだ9}。
1933年3月のタウ ト亡命後のこの自邸の経緯については,ベ ッティーナ ・ツェラー ・シュ
トックによれば,差 し押さえ られてSAの 施設 として利用されることになっていたという。し
かしながら残 された家族にす ぐに戻され,1934年から37年まで住むことができたようだ矼゜1。そ
の後いかなる状態であったのか,ま だ調査中であるが,現 在この自邸は,タ ウ トの家族以外の
者が所有 しているau。
この自邸は戦後の建築史のなかでどのように評価されてきたのか。タウ ト研究の第一人者で
あるクル ト・ユングハ ンスは,タ ウ トに関する著作のなかでこの自邸についてほとんど言及 し
ていないtlD。タウ ト研究の中心が,1920年代のジー ドルング群 に移行 したため,そ の後の建築
史の見直 しの中でも自邸は付随的にしか扱われなか ったna。
新たな展開は,1986年にイタ リアで始まる。 ジャン・ドメーニコ ・サロッティは,1927年
に出版されたタウ トの著作 『EinWohnhaus(ある住まい)』をイタリア語に翻訳 し,自邸の
現状を報告 している。彼はタウトの自邸を彼の創造 した小宇宙とみな し,タウトの主要な作品
の一つと位置づけたQv。また ドイツにおいて もヴィンフリー ド・ブレンネが中心とな ってタウ
トの一連の建築物の色彩の復元が行われたasi。この作業は,1970年代にベル リンのオ ンケル ・
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トムズ ・ヒュッテや馬蹄形ジー ドルングか ら順に着手され,90年代まで継続された。 この成
果はベル リンのバウハウス資料館,ミ ラノ等で発表されている。この自邸の色彩復元は,タ ウ
ト自身による著作 『ある住まい』に添付されたバウマン色彩票の見本に従って復元された。そ
の後ベッティーナ ・ツェラー ・シュトックによってタウ トの建築作品の室内空間の研究がなさ












を得た(図 版1)。この貴重な経験から,様 々な人の手に渡 りつつ も壊 されることな く,近年
においては色彩までも復元されるという,不思議な魅力を持つこの自邸は,い かなる考えに基
づいて建設 されたのかという疑問を抱いた。タウ ト自身の言葉に依拠しながらこの自邸の特異
な構造原理を分析 し,さ らに色彩に対するタウ ト独自の意義づけを,当 時の社会状況などと照
らし合わせて導きたいと思 う。
自邸の構造原理と色彩
ここではまず,タ ウトが自邸を解説するために出版 した著書 『ある住まい』をもとに,自 邸
の構造原理 を明 らかにしようと思う(図版2,3)。 タウ トにとって自邸とは,新 しい住まい
のありかたを示す一つの具体例であった。芸術的な美 しさや特定の様式が優先されている住宅
も大量生産するために規格化された住宅 もタウ トには批判すべきものであった。彼の理想の住
まいとは,そ こに住む人の生活に一致 した環境であ り,健全で根源的な思考(Diegesunden
ursprUnglichenGedanken)によっては じめて創造されるものであるという。この自邸は,
「あらゆる内的機能と外部への影響力を備えた全体として,つ まり環境,庭,風 景などを包み
込んだ もの」1&1として示 されるべきであった。 これは具体的には,周 辺の環境の諸要素が,住
宅を構成す るものとして強調 されることを意味 していた。この考えは,住宅の敷地への配置,
住宅の外形および外壁の色彩,内 部構造に至るまで反映されている。
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図版21階 平面図(『EinWohnhaus』よ り引用) 図版32階 平面図(PEinWohnhaus』よ り引用)
自邸の周囲は,敷地の西側に草原があり,その背後には森が広がっていた。その夕方の景色




地の条件により一層適応させ ることを意味 している。 この住宅は,90度をほぼ西側 に向けて
いる。 この西側の形態は,タ ウ トにとって船のイメージであり,西へと船首を向けて家は,草
原 と新鮮な空気の中へと進む ものだった。 しかしこれは単 に美的な形態ではなく,隣家と向か
い合 う窓をなくす という実用性を考慮 した結果でもあった。また東側は,弓 なりに曲線を描い
ているが,こ れはタウ トによれば,居住面積を最大限に活用す るためであった。
外壁の色彩は,こ の住宅の形態と深 く関係 している。西側のファサー ドは,白 であり,東側
は黒であった。タウ トによれば,極端な対立において用いられる色彩によって住宅の形態が支
えられているという。つまり白黒2色 の対極性によって,形態における曲線と直線の対照性が
補強 されているのである。またこの2色 は,色 それ自体の特性,光 の反射や自然のなかでの調
和を考慮 して選ばれたものでもあった。例えば西側の白は,自然の緑と対峙 し,夕日と雲の反
射によって生 じる柔 らかい色調によって凹凸のある住宅の印象を和 らげている。その一方で東
側の黒は,不規則な開口部のあるファサー ドにまとま りのある表情を与え,光 と熱を家の中へ
吸収する効果があった。外壁の細部には,基調色である白と黒 に対 してコン トラス トの大きい
色彩が用いられている。東側では,基調色の黒に対 して,入 口前の手す りは赤,入 口の扉は白













の高さが住宅においても連続 している。この傾斜は,東側の階段を通 じて,2階 のバルコニー
まで一直線に配された扉へとつながり,住宅を貫通する。 また開口部の配置は,採光にも関係
していた。東側の玄関,廊 下から居間のガラス扉,そ して西庭へ通 じるガラス扉が一直線に配
されている。2階 も同様の配置がなされ,東 側の階段の壁と西側のバルコニーの覆いには,ガ
ラス片がはめ込まれていた。タウ トによれば,こ のような工夫によって内部に大量の光を取 り
入れることができ,住宅は 「日時計」のように,光 と色の変化によって一 日の時間帯 と季節の
変化を室内空間に直接伝えるのだという。






近代的と呼ばれているものの ドグマ化 してしまった規則,例 えば画一的な配色や水平線を強調
する構造な どは,と もに住宅,結 果的には人間の疲労をも生み出すものとして反対 している。
そ して 日常の生活行為が明快かつ単純に行われうるような,統一され,調和的な室内装飾を実




ブレンネによる復元作業の詳細については,ま だ調査中であるが,現 在私の知 る限 りでは復元
された色彩とタウ トの指定 した色彩とはほぼ同じであった)。1階の中心である居間の平面は,




つながる作 り付けの家具の引き出しは上から順に黒,白,赤,青 に塗 られている。床は,不規
則な幾何学模様を描いており,中央が灰色で,両端は青みがかった灰色であった。
この部屋における配色の特徴の一つは,壁,天 井には
一面 に鮮やかな単色が塗 られているとい うことである。
タウ トは,居 間では西側の二枚の大きなガラス窓 と中央
のガラス扉か ら見える風景を特に重視 していた(図版4)。
風景が 「あ らゆる季節に同 じく美 しく」 あることが配色
の出発点であ り,「特に夕方の光を想定 した」 という⑳。
こうして西 日の射す東側の内壁は,夕 日の光を暖か く吸
収 したかのようにワインレッドに して,天 井は庭の緑を
美 しく見せるために明るい赤に した とい う。 またこの際






左端にはソファーとテーブルを置 くとタウ トは決めており,両端の暗い色は,こ の使い分けを
明確 にするためのものであった。さらに放熱体の給湯管と配水管は,赤 と青であり,作 り付け
の家具の扉の色彩は,納 める食器の種類を表 していた。
居間に隣接する小部屋は,居 間の機能を補足す る部屋として設計された。休息,読 書や子供
の遊び場 として,ま たは訪問客のための予備 スペースであった。ここでは東南向きと北西向き
の窓が2枚 あ り,朝日と真昼の太陽の光が差し込む。四方の壁は,庭 に面した窓のある西側の
みがクロムイエローで,残 り3枚の壁はすべて明るい青である。天井は壁よりも深いウル トラ
マ リンブルーである。 この部屋の色彩につ いてタウ トは,「西側のクロムイエローの壁は廊下







は何 も記 していない。私が調査 した際にも内部を見ることができなかったため,こ れらの色彩
については未確認である。
次に述べる階段の基調色は白である。手す りは黒 く,その間には赤 く塗られた目の細かい網
が配されている。配管類を,タ ウ トは生物の血管にたとえて,赤 く塗っている。左側の寝室は,
タウ トの部屋である。 この部屋は,仕事用 と休息用のスペースに二分されていた。仕事場は,




中央の寝室では,天井 と窓のある壁は,鮮 やかな赤色である。ベ ットが置かれた壁のくぼみ
は,深 みのある青,そ れと向かいあう壁は,赤 みがかった黄色である。廊下近 くの洗面台のあ








以上のような配色についてタウ トは,居 間以外は 『ある住まい』のなかでほとんど説明して
いない。ツェラー ・シュ トックは,こ の本の記述に従って,居 間の配色は,太陽光と窓からの
眺めに対応 しており,それ以外では,タ ウトの好みであろうと説明している㈱。 しかしながら
同書では,自邸の色彩について以下のような記述 もある。「単一の平面に純粋な色調で,壁 と
天井,床 もふ くめて,そ のつど緊張した性質を強め,そ の他のすべてのものを不必要にする最
後の空間の調和を与える」⑳。実際に自邸を見ると,内部の色彩は,コ ントラス トの大きい色彩
が用いられているように思われる。また現在の住人の室内装飾 とは異なり,タウ トによれば,
建設当時は,絵 画,カ ーテン,不必要な家具などはすべて排除され,それ らの役割は,よ り実
用的な建築上の手段,雨 戸や作 り付けの戸棚などで補われていたという。さらに従来隠すべき
ものとされた放熱体や配管類は,赤,青,黄,緑 の色彩を施され,際立たせ られている。 この
ような諸特徴は,どのような考えに基づいていたのだろうか。
この 点 に関 して タウ トは,1924年の著 書 『DieNeueWohnung.DieFrauals





タウ トの著書 「新 しい住まい一 創造者 としての女性』は,当 時の市民階級 と労働者階級
の女性,特 に主婦を対象として,新 しい住まいに関す る提案をまとめた ものである。この本の
主要な目的は,主婦の過度の家事労働を,合 理化 した室内装飾によって軽減することであった。
タウトがこのような書物を著 した背景 には,20世紀初頭に生 じた女性運動や住宅改良運動の
高まりがあった⑳。アメリカの家政学が ドイツへ もたらされ,ク リスチーヌ ・フレデ リックな
どの著作が翻訳された。これらの努力は,第一次世界大戦によって完全に中断 してしまうもの
の,1922年頃には,再 び住宅問題への関心が高まることになった。従 ってタウ トが1924年に
この著作を発表したことは非常に時機を得ていたようで,幅広い読者を獲得 した。マス ・メディ
アによる宣伝効果 も手伝 って,こ の本は出版された年に3版,1926年に4版,1928年には5
版 と版を重ね,彼 の主張は多 くの女 性団体に抵抗な く受け入れ られたという⑳。
しかしなが ら女性運動や住宅改良運動 とタウトの関係を考える場合,も う少し時代をさかの
ぼる必要がある。衣食住の分野での諸改革は,す でに19世紀後半から始まっていた。のちに
生活改良運動と呼ばれる一連の運動は,特定の指導者を持たず,ド イツ各地で自然に発生 して
いた。これ らの改革の目標は,急速に進展 した産業化や工業化によって生 じた弊害を撲滅する
ことであった。例えば,菜食主義という食事制限やワンダーフォーゲルなどの青年運動,自 然
療法などが良 く知 られている。女性の衣服改革,つ まりコルセットか らの解放は,こ の運動の
成果の一つとされているように,女 性の解放 は重要な課題 とみなされていた。同時に,田園都
市運動,都 市における緑地帯の確保,騒 音の防止など,大都市の衛生や環境の問題の解決など
も目指 していた。 タウ トはすでに1913年から田園都市 ファルケンベルク,レ フォルム等で建
築家として活動 しており,若い頃から生活改良運動への関心は深か った。タウ トは戦前のこれ
らの経験を通 じて1920年代の住宅改良において大きな成果を残すことになるのである。
またタウ トが ドイツ工作連盟に参加 していたことも,タウトと生活改良運動,色彩 との関係
を考える場合に重視され るべきである。 ドイツ工作連盟は,1907年に芸術 と産業との融合に
よる新 しい生活秩序の創造を目指 して設立 された。タウ トは戦前からドイツ工作連盟に参加 し
ていたが,そ こでは,色彩に関 しても同様の模索が行われていた。短期間ではあったが色彩部
門が設立され,ヘ ルマン ・ムテジウスが,1914年のケルンの工作連盟展において,色 彩産業
組合か らの委託を受けて色彩展示館(DieFarbenschau)を設計 している。そこで人々は自
然界の動植物の豊かな色彩を鑑賞 したあとに,耐性に優れた新 しい化学塗料のサ ンプル,次 に
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その応用として壁紙,カ ーテン,ステンドグラスや装飾デザインの見本,女 性の装飾品や衣服




多数存在 していた。例えば,タ ウ トとともに芸術労働評議会(ArbeitsratfurKunst)で活






いまだに存続 し,さ らには労働者階級にも影響を及ぼ している現状を指摘する。1883年に描
かれた室内の見本には,典 型的な市民階級の 「よき部屋(GuteStube)野が描かれている
(図5)。この部屋には様々な様式の家具や装飾品が詰め込まれていた。壁紙,テ ーブルクロス,
絨毯の文様,家 具一式,時 計,照 明,壷 や写真立てなどについた豪華な装飾,古 典主義風の柱
の持ち送 りなどである。タウ トは,こ れら全てが現代の生活には役に立たないものであると非
難 し,このような装飾品が,い つどのように市民の住まいに入 り込んだのかを分析 している。
このよ うな理想が生 じた原因をタウ トは二つ挙げる。それは泡沫会社乱立時代 と呼ばれ る
1870,80年代 の好景気 の際 に 「芸 術産 業(Kuns七lndust-
rie)漕が広 く普及 した こと,各 地 の博物館が歴 史的 に正 し
くない住宅文化 を紹介 した こと,こ の2点 である。
タ ウ トの指摘す る 「芸 術産業」 とは,芸 術 的な工芸 品を
模倣 した粗 悪 な大 量生産 品で ある。 タウ トによれ ばゴ ッ ト
フ リー ド ・ゼ ンパ ー(1803-1879)が,1852年の 著 作
『Wissenschaft,IndustrieandKunst(科学,産 業 と芸術)』
のなかで,そ れ らを指す 「芸 術産業」 とい う言 葉 をは じめ
て用 い,そ の価値 を称賛 したのだ とい う310
このような芸術産業を克服 しようと,チ ャールズ 。レニー ・
マ ッキ ン トッシュ(1868-1928),フランク ・ロイ ド・ライ
ト(1867-1959),ヨーゼ フ ・マ リア ・オ ルブ リヒ(1867-
1908),ペー タ ー ・ベ ー レンス(1868-1940)らが活動 した
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式の部屋が展示 されていたが,そ こでは狭い空間に多 くの家具が置かれ,壁 には絵画が所狭 し
と掛 けられるのが常であった という。タウ トはその展示について,各部分はすべて本物である
が,構 成は全 く不適切であると指摘 している。それにもかかわ らず市民たちは,1870,80年
代の好景気の際に自分たちの住まいを博物館で見たような 「よき部屋」へと可能な限 り高める
ため,本物かどうかにかかわりなくデパー トのが らくたを買い漁ったのだという。





内装飾を考察 している。市民の 「よき部屋」 に不可欠な伝統的な装飾によって圧迫 されない,
広々として柔 らかい光の差 し込む室内空間を,中世イタリア,イ ギリス,日本の伝統的な家屋
に見い出し,現代の人々が望む室内装飾が絶対的なものではないことを証明しようとした。そ
して新しい建築動向の中から,自分の方向性に合った作品を紹介 している。それ らの中でもデ ・
ステイル,特 にフィルモス ・フサール(1884-1960)が色彩計画 したブ リュインゼール邸の
寝室(1918年)と建築家ヤン ・ウィルスと共同 して設計 した写真家ヘ ンリ・ベルセンブルへ
のスタジオ(1921年)をタウ トは高 く評価 した。タウ ト自身は,1919年に描いたダーレヴィッ
ツの自邸の向かい側に立つ旧自邸の寝室,談 話室と書斎,居 間の室内デザインを挙げている。
旧自邸では,必要最低限のわずかな家具と色彩だけで居住空間を完成させようとしてお り,タ




これまで述べた3点,ア メリカの家政学,歴 史上の住まいの研究,当 時の新 しい建築動向を
参考にして,タ ウ トは天井,壁,床 の性質を妨げるあらゆる装飾を排除するよう求めた。そ し
てタウ トはこの考えを,労働者階級の居間と市民階級の居間とを使 って具体的に説明 している。
労働者の居間(図 版6)に は,房飾 りのついてテーブル クロスの掛けられた食卓,そ の奥にソ
ファーがある。ソファーの上 には,刺繍された布が飾 られている。正面の壁には絵画が2枚 架
けられ,そ の間に大きな振 り子時計がある。右側には,普通ならば寝室に置かれる鏡台が置か
れている。左側には戸棚があ り,台の上には様 々な小間物が置かれている。フリーズ装飾を巡
らせた壁紙が用いられ,照 明には飾 りのついたカバーが掛けられている。タウ トの改装後(図
版7)は,正 面の壁が解放され,2色 の色彩構成 となっている。テーブル クロス,ソ ファー,
照明の傘か らは装飾が取 り除かれている。また照明はよりテーブル近 くに降ろされている。そ
して労働者 の居間と同様の処理が,市民階級の部屋において も施されている(図版8,9)。
これ らの図版から,タ ウ トによって提案 された室内の壁,天 井は,不必要な装飾から解放さ
れる代わ りに,色彩によって際立たされていることが分かる。このような基本的な構造要素へ
と向かう思想は,デ ・ステイルやバウハウスなどの近代建築の動向に少なからぬ影響を受 けて





溢れる空間が形成されている。 これは 『新 しい住まい』での主張を考慮すると,あ る理念 に基
づ く特定の様式を確立 していたというよりは,生活環境を改良 しようとする考えに基づいてい
図版8市 民階級の居間(『DieNeueWohnung』よ り引用) 図版9タ ウ トによる改良後 の市民 階級 の居間(PDieNeue
Wohnung』よ り引用)
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た と言 え る 。 つ ま り,デ ・ス テ イ ル の よ う に あ らか じ め 確 立 さ れ た 先 験 的 な 原 理 に 基 づ く色 彩
構 成 と は 異 な り,タ ウ トは 室 内 の 光 や 窓 か ら の 眺 め,実 際 に 制 作 す る 人 間 や 住 人 の 生 活 に 応 じ
て 変 化 し う る 色 彩 構 成 を 目 指 し て い た の で あ る 。
お わ り に
タ ウ トρ 自 邸 の 色 彩1さ・ 形 態 や 周 囲 ρ 環 境(特 に 太 陽 の 光)に 深 く関 係 して い る ・ 本 論 で は,
タ ウ トの 主 張 す る新 しい 室 内 装 飾 か ら,彼 独 自 の 色 彩 構 成 の 原 理 を 導 こ う と し た 。 そ の 結 果,
同 時 代 の デ ・ス テ イ ル の よ う に あ らか じめ 決 め られ た 原 理 で は な く,Fむ し ろ 住 人 を 主 体 と した
色 彩 構 成 を 追 求 して い た こ と が 明 らか に な った 。 そ の 意 味 で タ ウ トは,個 々 の 住 ま い に お い て





















Ull・2002年7月12日に筆 者 が 行 った現 在 の住 人H・ デ ィプ ナ ーへ の イ ン タ ビ ュー に基 づ く
fl2)KurtJunghanns,BrunoTaut1880-1938,Berlin,1970.pp.72ff.
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(13)レイ ナ ー 。バ ンハ ム,『環 境 と して の建 築 』,1981,pp.134-138.
(14).BettinaZoller-Stock,op.cit.,p.68.


















㈱ 長 谷 川 章,『世 紀 末 の都 市 と身 体 』,2000.pp.123-140.
伽BettinaZSIIer-Stock,op.cit.,p.78-86,タウ トは 女性 の 養 育 能 力 は本 能 で あ り,女 性 は 家庭 を 守 る
べ き で あ る とい う伝 統 的 な 役 割 分 担 を 決 して 否 定 す る こ とは な か っ た。 タ ウ トは 自分 の理 想 とす る 新 し
い共 同体 を実 現 す る た あ に は,女 性 の 存 在 が鍵 で あ り,無 駄 な家 事 労 働 を 削 減 して,女 性 の 精神 性 を 高
め る時 間 を確 保 す る こ とが,家 族 全 員 の 家庭 生 活 の充 実 につ な が る と認識 して い た とツ ェ ラー ・シ ュ トッ
ク は指 摘 して い る。
(28)DeutscheWerkbundAusstellungColn1914,0ffiziellerkatalog,Koln,RodolfMosse,1914.
(29)特別 な 場 合 だ け に使 わ れ る客 間 とい う意 味 もあ る
(別)「芸 術 産 業 」 と い う言 葉 は,1845年ごろ ヘ ン リー ・コ ール(1808-82)によ って 発 明 され た。 そ れ は
芸 術 や 美 を機 械 に よ る生 産 方 法 へ適 用 す る こと を意 味 して い る。 彼 は当 時 野 放 し状 態 の工 業生 産 の 弊 害
を根 本 か ら取 り除 くよ うな生 産 活動 の あ り方 を模 索 し,芸 術 と製 造 者 の 協 力 によ って 大衆 の趣 味 の 向 上
を はか る こ とを 目指 した。
(3Uこの 点 に関 して 言 え ば,ゼ ンパ ー が イ ギ リス でヘ ン リー ・コー ル と と もに 活 動 して い た こと を考 え る
と,ゼ ンパ ー が 「芸 術 産業 」 とい う概 念 で意 味 して いた もの は,お そ ら く タ ウ トの言 う粗 悪 な大 量 生 産
品 で は な く,美 術 と製造 活動 の統 一 を 目指 す 新 しい芸 術 産 業 で あ るよ うに思 わ れ る。
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